[image: image1.jpg]


　

2017年度　あなたとともに考える人権学習集会
社会における権利擁護と地域福祉を考える
川崎医療福祉大学・李永喜さんの講演　そして介護現場からの報告
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2017年12月9日、地域人権みんなの会は「20
17年度のあなたとともに考える人権学習集会」を
岡山市北区の岡山市勤労者福祉センターで開催。介
護事業所で働く人や市民など59人が参加しました。
今回は、「社会における権利擁護と地域福祉を考
える」をテーマに、人として生きる権利擁護の取
り組みと地域社会における福祉のあり方について
ともに考えようと、講師に川崎医療福祉大学の李
永喜（リー・ヨンヒ）准教授に依頼。李永喜先
生から「今日の権利擁護と地域福祉」と題した講
演がありました。

　講師は、地域福祉を拒む3つの壁を、意識の壁、
情報の壁、制度・サービスの壁ととらえていること
、そして地域における様々な課題として、加齢・障害、孤立、災害、権利擁護がある、と話されます。2011年1月の札幌市での姉妹孤立死のこと、大人の引きこもりの実態などを事例に、権利擁護の現状を話されます。ソーシャルアクションの必要性に言及し、重層的な権利擁護システム構築に向けて公私協働の必要性を強調されました。

また、地域福祉について「住み慣れた地域社会の中で、家族、知人、友人などと社会関係を保ち、誰もが自分らしく普通の暮らしを送ることができる状態であることが要」とし、推進の方向性について、「地域の持つ力を公的な支援体制が協働して、初めて安心できる地域となる」と語りました。また、権利擁護と地域福祉のマッチングとして、「支える」「繋げる」「守る」「整える」「展望する」がキーワードで、地域（社会）の変革につながる活動が重要と講演を結びました。
介護にかかわる事業所からの報告は、高齢者介護の分野からは小規模多機能ホームの「みんなの家ななくさ」、「みんなの家かるがも」から、障害者介護では「ヘルパーステーション・まんまる」から具体的事例もふくめて現状と課題を提供してくれました。

12月6日に岡山地裁で結審を迎えた浅田達雄さんから、参加者のみなさんへお礼のあいさつがありました。また、会場から「制度の充実こそが権利擁護上でとても大切、地域が崩壊している現状をみると地域福祉というだけでは対応できかねないのでは」、「地域の概念は暮らしの場であって行政が捉える場合と違いがよくある」などという意見や質問も出されました。
　
アンケートには「有意義な時間が持てました、講演がとっても良かった」「地域福祉について、権利や人権としての意識と制度の改善、人の繋がりの大切さを学びました」など、感想や意見が寄せられていました。
15人からいただいた、アンケートを以下に紹介します。
講演についての感想
· 自閉症の子と孫を持ち日々悩みながらの生活です。今日の李先生の講演本当に心に響く内容でした。障がいのあるなし・年老いても行きやすい社会実現、真剣に考えたいと思います。涙が出そうでした。お忙しい中、本当にありがとうございました。
・　先生のソーシャルアクションの様々なとりくみに敬意を表します。はじめてな活動がいくつかあり、もっと知りたいと思いました。「ひきこもり」のはなしの中で支援制度の柔軟性が本当に必要で福祉の基本は個別性だと思うのです。
· 「地域福祉」について、改めて考え学ぶ時間となりました。権利、人権としては、強く意識しないといけない。制度を変えないといけないと思います。人をつなぐ活動の大切さを考えました。
· 地域福祉、権利擁護についてのお話はとても解りやすく、きょうだい児支援について本当に必要な事と思い当事者だけでなくまわりの人にもよりそう事と思った。
· 李先生の話は難しいところもありましたが、地域福祉について色々勉強になりました。角度が違うと見えることも違い、深く考えさせられました。まだ知識として持っただけでこれから考えないと…という感じです。制度の制定、改定についていけてないのは分かっていますが。視野が広くなると、考えないといけない事もたくさんあって。もっと勉強していかないと…と思いました。
· 最近は近所つきあいも無い中、孤立する事でその人を助ける事ができない。そのためには、自分自身の考えを変え、セミリタイアされた方などで、地域全体で支えないといけないとダメだと感じました。
· 住民主体の地域福祉を考えるために、“自分のできることをやっていく”ことから始まり、問題解決へとつながっていくのだなと思いました。
· 今の時代、いろいろと便利になってきている反面、「人々の問題」は深刻化していると思った。子どもから大人まで、障がい、引きこもり、貧困、子育て、介護、数えきれないほどの問題を抱えている世の中で行政を変えていくことはもちろんだけど、地域レベルから変えていくことが大切なんだと改めて勉強になりました。「私が私らしく」生きるためには制度に人がムリヤリ合わすのではなく、人々が、それぞれの人がその人らしく生きられるために何が必要か、そのためにはどうするべきかを考えて、世の中を作っていくべきだと思った。
· 有意義な時間が持てましたことに感謝です。介護の現場で働いていて、国県市町村がもっと高齢者の方一人一人の立場に立った制度があればといつも思っていますので、先生の講演が聞けてとてもよかったです。
· 具体的に実践されていることを通じてその成果を報告していただいたのでわかりやすいお話でした。ただ私の問題を地域の（私たちの）問題にするところが、実は一番難しいと思っており、実践的にそこをどうするか引き続き考えていかなければいけないと思います。
· 学生が地域とのかかわりの中で実習している姿が新鮮だった。若い世代に継いでいくことは身近なところから生れることが大切だと思った。
· 代弁者となるといわれていたことが当たり前のようですが、とても難しく大切なことだと心に残りました。
· 個人の問題を地域の問題として認識する。その解決のために力を合わせること、大切さを考えさせられました。
· とても勉強になる良い講演でした。李先生のお話は知らない事も許して大変ためになる話でした。今後の仕事に生かしていきたいと思います。
· 国が進めようとしている地域包括システムと地域福祉との字面ではなく実際の国民のニーズとの違いをもっと鮮明にしていく必要があると思います。NPOなど地域での実践がそれを証明していくのだろうと思います。先生が研究と同時に、地域で活動されているのがそれを証明しています。社会福祉は実践なくして成り立たないという言葉が印象的でした。
· 地域福祉推進の方向性、お互いに影響しあい「我が事」の意識の醸成、くらしとしごとを「丸ごと」支えるという地域の持つ力を公的な支援体制が協働して初めて安心して暮らせる地域になるようにという事が印象に残った。
報告についての感想
· かるがも、ななくさの事業所の発表は事例があり小規模ならではの利用者へのかかわりがよくわかった。また、地域の方々との連携も必要だと感じた。「共に生き・共に支え合う」人間としての関わりが介助者に問われるということが理解できた。
· ななくさとかるがもの発表は簡潔で実践内容もよくわかりました。小規模多機能は運営上大変困難があると思います。そのなかで３ヶ所も施設展開して地域に根ざしていることに敬意を表します。そこに働くスタッフの献身的な努力にも敬意を表したい。介護従事者の大幅な労働条件の改善が必要です。
· ご自分の言葉でわかりやすく話をしてくださった、まんまるのとりくみに感動しました。よく存じない障害者との関わりも大変勉強になりました。
· まんまるさんの報告では改めて支援のあり方の難しさを考えさせられます。
· まんまるさんの社会復帰の報告は難しさを痛感し考えさせられました。まんまるさんの介護の姿勢に心を打たれました。障害者から受ける介護者の問題もこれからの課題として、人権として、同じ土俵で仲間として語っていく必要があるのではないかと思いました。
· 実践の中から地域課題が鮮明になるよう深めていただけるともっと良かったのではないでしょうか。
· 同じ小規模多機能ホームに努めていますので事例をうなずきながら聞きました。「大切なのはどれだけたくさんのことをしたのではなく、どれだけ心をこめてしたかということである」。職場の会議で報告したいと思います。
· 一言で「支援・介助・介護」と言っても、人の環境や状況は様々で一人ひとりに合わせた介護や支援をするという現場の苦労や意義が伝わってきた。どんなに障害があっても、どんなに高齢になっても「人間らしく」生きていく権利がある。その方々のフォローやケア。介護・看護・支援のスタッフの方々はすごいなと思う反面、その職に就く人々のケア等も必要なんだろうと思った。
· ごくごく一部の事例での問題提起だと思いますが、機会あるごともっと事例紹介・交流で学習し、実践に役立てていきたいと思います。
· 今回３事業所の事例を聞きましたが、それぞれ支援のやり方、考えがあると感じました。小規模多機能ホームや訪問ヘルパーでは、その人らしくを一番に考えることが大切だと思いました。
· どこの事業所の事例にも何か共通しているところがあるので、課題となることも似ていると思いました。これから考えていく上で、大切にしていかないといけない基本を知識として持っていると色々な解決法やアイデアが出てくるのでは…ということは、やっぱりこういう学習会が必要なのだと思いました。
· ななくさ、かるがもなどの報告には社会に残された人たちにとって、利用できる、知らせる、広めることの大切さを。
· 「小規模多機能」の役割の大きさ、重要性を感じますが、そのまわりの支え、連携する体制をしっかり整えていく必要を実感します。
· かるがもの報告は地域とのつながりもよくわかり、協働のとりくみがよくわかりました。
· 当事者を守る制度はあるが、家族を守る制度がない。子育て、介護で疲れ果て、よるべない人々の心の行き先は誰が作るのか。地域とは、人々が暮らす場所、小さな隣近所、それが集まったものではないかと感じました。
学習の対象にしたい分野、関心を寄せている課題、疑問を持っている内容など
· 介護保険制度の問題、課題に対してのアプローチ。
· 介護保険の訪問介護で回数の限度による生活への権利侵害の予測が気になります。
· 介護・福祉に関することなら何でも勉強したいです。
· もっと地域福祉について聞いてみたいです。
· 様々なDV（子どもから高齢者までいろんなケースが有ると思う）表面化してないこともたくさんあるのではと思う。
· 訪問介護の現場に視点をあてて。
· あらゆる分野に未熟ですのですべてが勉強になります。
· 看取りについての学習会。
· 施設入所について、行政のみならず良心的な市民からも弊害が指摘されているが本当に悪か。相模原事件を機に「地域」がますます強調されているが施設も地域の一部としてどう存在しているのか評価すべきではないか。
運営について
· 講師を囲んで懇談でもできる場があるといいですね。若い世代の参加が少ないのが残念。セツルメント、地域活動が今こそ求められている時代だと感じます。
………………………………・
臨時総会を開催　日本政策金融公庫からの借入れを承認
NPO法人地域人権みんなの会は2017年11月9日に臨時総会を開催しました。出席は委任状23人を含めて43人。会員総数62人ですので総会は成立しました。以下議事録の抜粋です。
【第1号議案】医療・介護をめぐる情勢について
第148回社会保障審議会の動向等に関して資料を示しながら解説。その後、介護保険創設時からの今日に至る変化について報告した後、社会保障の更なる後退を食い止めさせていくための取り組みについて報告提起し、審議の後、全員異議なく承認された。
【第2号議案】2017年度あなたとともに考える人権学習集会について
【第3号議案】日本政策金融公庫からの借入れについて
3つの事業所の運営状況について別紙損益計算書を示して細かく分析しながら解説した後、年間サイクル及び支払いに必要な金額などを提示。それらを報告した後、日本政策金融公庫からの借入れについて、借入れ条件として借入れ額は2000万円、利子は年金利1.01％、条件は無担保無保証人、元金返済は月額245,000円の82回払いであることを報告提起。定款との関係性の報告を定款を示しながら説明。審議の後、全員異議なく承認された。
短　信　―　みんなの家スタッフ交流学習会を開催しました ―
ななくさ、かるがも、だんだん、3つのみんなの家スタッフ交流学習会を2017年10月7日（土）と2018年1月21日（日）の２回に分けて開催。どちらも、２３名が参加してくれました。
各事業所から事例検討の報告、３つの分散会での討議、また全体会に戻り、それぞれの分散会での特徴を報告してもらいました。
認知症を呈する利用者さんが増えている現状、認知症への理解の広まりと課題、チームケアの大切さ、みんなの家への高い評価と期待、地域社会での支え合う仕組みづくり、などについていろんな意見が出し合われました。みなさん、ご苦労様でした。
　―　浅田訴訟、第１審は結審、判決は３月１４日（水）―
12月6日（水）に浅田達雄さんの第21回口頭弁論が岡山地裁で開催され、浅田さん本人の意見陳
述、弁護団長の呉弁護士の意見陳述が行われ、無事、結審しました。判決は来年３月１４日午後２時から言い渡されます。（傍聴者は、午後１時３０分、岡山地裁に集合してください）
　　ＮＰＯ・地域人権だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　№.49
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講演する李先生








